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　今年度コロナ禍において、修学旅行の「中止」を決めた学校が多々あ
る中で、さまざまな「工夫」をして実施に踏み切った学校も多くありま
す。
　今後も生徒の安全・安心の確保を第一に、新型コロナ感染症対策を徹
底する必要はありますが、これを機に「学びの旅」であるという修学旅
行の基本に立ち返り、リアルな体験を通して学ぶことの意義を、これか
らの修学旅行では何よりも大切にすべきと考えます。

　特別活動におけるさまざまな体験は、生徒の成長に大きな教育的影響
をもたらすと考えます。
　新しい生活様式の中でも、安心して旅行行事を実施していただけるよ
う、関係機関と綿密に連携した上で最新の情報を学校と共有し、でき得
る限りの安全対策に努めてまいります。
　宿泊行事が実施できない状況であれば、日帰りやリモートでの体験を
ご提案させていただきます。

　実際に旅行ができれば一番いいのですが、旅行ができない環境下でも、
オンラインなど、さまざまな工夫を凝らしたプログラムを用意しており
ます。
　気兼ねなく何なりとお申し付けください。

　生徒、先生、保護者の皆さまと一緒にコロナ禍と立ち向かい、感染症
対策を徹底した取り組みを推進いたします。皆さまにとって安心安全な
教育旅行の実現のために、全社の総力を結集した経験、ノウハウを傾注
して、最大限の努力を行うことを約束いたします。
　学校、先生からご要望がございましたら、何なりと気軽にお声がけく
ださい。生徒にとって一生の思い出作りをお手伝いいたします。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
拡
大
に
よ
っ
て
高
等
学
校
の
修
学

旅
行
は
延
期
や
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
、
旅
行

会
社
は
修
学
旅
行
に
対
し
て
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。
教
育
旅

行
事
業
に
強
い
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
日
本
旅
行
、
東
武
ト
ッ

プ
ツ
ア
ー
ズ
の
４
社
に
聞
い
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
「
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
対
策
」
書
面
の
感
染
防
止
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

日
本
旅
行
の
添
乗
員
が
用
意
す
る
体
温
計

　
教
育
旅
行
の
提
案
に
関
し

て
各
社
は
何
を
ポ
イ
ン
ト
に

置
い
て
い
る
の
か
。
「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
人
と
の
接
点

を
で
き
る
だ
け
削
減
す
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
」
と
い

う
の
は
日
本
旅
行
。
具
体
的

に
は
「
観
光
地
で
は
、
ガ
イ

ド
が
大
声
を
出
さ
ず
、
口
元

の
マ
イ
ク
で
話
す
。
生
徒
が

イ
ヤ
ホ
ン
で
そ
の
話
を
聞
く

よ
う
な
ス
タ
イ
ル
」
と
説
明

す
る
。
そ
の
ほ
か
、
宿
泊
施

設
の
部
屋
割
り
は
で
き
る
だ

け
ゆ
と
り
を
設
け
る
。
和
室

で
あ
れ
ば
１
室
当
た
り
の
収

容
人
数
を
減
ら
し
た
り
、
洋

室
の
ツ
イ
ン
を
使
用
し
た
り

し
て
い
る
。
食
事
会
場
も
同

様
に
、
１
テ
ー
ブ
ル
当
た
り

の
人
数
を
減
ら
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
も
コ
ロ
ナ
対
策
を

重
視
し
、
特
に
訪
問
地
の
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
応
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
る
。
「
観

光
事
業
者
の
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
中

で
は
感
染
者
が
出
た
際
の
対

応
が
主
な
心
配
事
だ
。陽
性
、

濃
厚
接
触
者
へ
の
対
応
は
保

健
所
、
病
院
受
け
入
れ
、
移

動
手
段
と
多
岐
に
わ
た
り
、

分
か
り
や
す
い
『
対
応
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
表
』
が
学
校

や
保
護
者
の
安
心
に
つ
な
が

っ
て
い
る
」
。

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

は
、
感
染
症
予
防
の
の
取
り

組
み
は
重
要
事
項
と
し
た
上

で
、「
最
優
先
に
重
要
視
し
て

い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
学
校
か

ら
教
育
方
針
を
聞
き
、
教
育

旅
行
の
中
で
求
め
ら
れ
る
教

育
課
題
、
目
標
に
つ
い
て
学

習
効
果
の
高
い
活
動
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
で
き
る

体
制
と
、
積
み
重
ね
ら
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て
お
手

伝
い
し
た
い
」
と
語
る
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
で

は
、
「
学
校
か
ら
は
『
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
』
『
探
求
型
の
テ
ー
マ

性
あ
る
企
画
』
『
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
』
『
旅
行
期
間
だ
け

で
な
く
事
前
・
事
後
学
習
を

踏
ま
え
た
提
案
』
の
要
素
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」と
し
て
、

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
修
学
旅
行
の
企
画
、
提
案

を
進
め
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
対
策

に
つ
い
て
聞
く
と
、
各
社
と

も
「
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
）
が
作
成
し
た
『
国

内
修
学
旅
行
の
手
引
き
』
を

ベ
ー
ス
に
自
社
独
自
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
社
内

で
徹
底
し
て
い
る
」
（
日
本

旅
行
）
と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　
「
旅
行
関
連
業
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
国

内
修
学
旅
行
の
手
引
き
」は
、

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
昨
年
６
月
、
日

本
修
学
旅
行
協
会
と
全
国
修

学
旅
行
研
究
協
会
の
協
力
を

得
て
策
定
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

を
極
力
図
り
、
充
実
し
た
修

学
旅
行
を
実
現
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
だ
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の

『
国
内
修
学
旅
行
の
手
引

き
』
を
基
準
と
し
た
、
『
コ

ロ
ナ
感
染
症
予
防
対
策
』
書

面
を
学
校
、
保
護
者
へ
配
布

し
、
旅
マ
エ
、
旅
ア
ト
を
含

め
た
感
染
症
予
防
対
策
を
徹

底
し
て
い
る
」と
強
調
す
る
。

同
書
面
に
は
「
旅
行
実
施
に

向
け
た
感
染
防
止
の
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
」
や
「
旅

行
実
施
前
の
確
認
事
項
」

「
旅
行
実
施
中
の
確
認
事

項
」
「
旅
行
後
の
対
応
」
な

ど
が
記
載
。
旅
行
実
施
時
の

感
染
防
止
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
安
心
・
安
全
な
教
育
旅
行

に
向
け
て
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
で
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
を
想
定
し
た
対
応
策
の
提

案
と
保
護
者
向
け
説
明
会
の

実
施
」
や
「
訪
問
施
設
の
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
提
示
」「
出

発
前
、
旅
行
実
施
中
の
感
染

予
防
グ
ッ
ズ
な
ど
の
案
内
」

「
宿
泊
施
設
、
貸
し
切
り
バ

ス
な
ど
で
の
定
員
減
員
措

置
」
な
ど
に
取
り
組
む
。
訪

問
地
に
よ
っ
て
は
、
添
乗
員

以
外
の
駐
在
員
に
よ
り
不
測

の
事
態
に
対
応
す
る
。

　
日
本
旅
行
は
「
生
徒
に
対

し
て
旅
行
の
２
週
間
前
か
ら

の
検
温
、
交
通
機
関
や
食
事

会
場
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
確
保
、
交
通
機
関

で
は
会
話
を
な
る
べ
く
慎
ん

で
も
ら
う
、
な
ど
場
面
ご
と

に
細
か
く
決
め
て
い
る
」
と

話
す
。
例
え
ば
、
検
温
は
朝

昼
晩
の
１
日
３
回
で
、
添
乗

員
が
体
温
計
を
予
備
で
必
ず

持
参
。
生
徒
が
コ
ロ
ナ
に
か

か
ら
な
い
よ
う
万
全
を
期
し

て
い
る
が
、
「
万
一
、
疑
義

が
発
生
し
た
り
、
陽
性
者
が

出
た
り
し
た
場
合
も
、
そ
の

時
点
で
ど
う
対
応
す
る
か
を

社
内
で
徹
底
し
て
い
る
」
。

　
旅
行
前
の
取
り
組
み
と
し

て
、
「
利
用
す
る
輸
送
、
宿

泊
、
食
事
、
入
場
拝
観
、
体

験
な
ど
の
感
染
症
予
防
の
た

め
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
か

否
か
を
慎
重
に
判
断
し
、
適

切
な
施
設
選
定
を
行
っ
て
い

る
」
と
言
う
東
武
ト
ッ
プ
ツ

ア
ー
ズ
。
旅
行
後
は
「
２
週

間
後
に
健
康
管
理
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
て
も
ら
い
、
そ
の

間
に
体
調
不
良
者
が
発
生
し

た
場
合
の
旅
行
内
容
と
の
因

果
関
係
の
調
査
、
関
係
機
関

へ
の
情
報
共
有
と
原
因
究

明
、感
染
拡
大
の
阻
止
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
」
。

　
学
習
指
導
要
領
で
は
、
旅

行
・
集
団
宿
泊
的
行
事
に
つ

い
て
「
平
素
と
異
な
る
生
活

環
境
に
あ
っ
て
、
見
聞
を
広

め
、
自
然
や
文
化
な
ど
に
親

し
む
と
と
も
に
、
集
団
生
活

の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど

に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
活
動
を
行
う
こ
と
」
と
示

す
。
各
旅
行
会
社
で
は
、
学

習
面
に
関
し
て
ど
ん
な
提
案

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
。

　
「
近
年
は
学
校
側
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
『
探
究
学
習
』『
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
理
解
』
『
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
』
な
ど
の
取
り
組
み

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
て

き
た
」
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
た

年
度
は

「
修
学
旅
行
を
中
止
す
る
学

校
や
自
治
体
が
多
い
中
で
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
子

ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り

や
学
び
の
機
会
保
障
や
、
観

光
事
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
機
会
創
出
を
実
現
す
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

リ
ア
ル
×
Ｖ
Ｒ
の
新
感
覚
体

験
型
旅
行
『
バ
ー
チ
ャ
ル
修

学
旅
行
３
６
０
』
を
昨
秋
開

発
し
た
」。す
で
に
多
く
の
学

校
に
利
用
さ
れ
好
評
だ
が
、

「
や
は
り
あ
く
ま
で
も
本
来

の
修
学
旅
行
を
実
際
に
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
が
生
徒
に

と
っ
て
最
良
の
思
い
出
づ
く

り
に
つ
な
が
る
」
と
語
る
。

　「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

キ
ャ
リ
ア
学
習
、
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
推
進
、
探
究
学
習
と

い
っ
た
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
従

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
案
で
き
る
体
制

整
備
、
社
内
教
育
の
徹
底
、

異
業
種
企
業
と
の
連
携
な
ど

を
推
進
し
て
い
る
」
と
東
武

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
は
強
調
。

例
え
ば
、
「
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ｙ
プ

ラ
ン
ナ
ー
ズ
と
の
協
業
に
よ

り
開
発
、
販
売
を
推
進
し
て

い
る
『
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
ノ

ー
ト
』
な
ど
は
、
多
忙
な
先

生
方
の
探
究
学
習
の
バ
イ
ブ

ル
と
し
て
大
変
好
評
だ
」
。

　
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
は

「
旅
マ
エ
、
旅
ナ
カ
、
旅
ア

ト
の
各
シ
ー
ン
に
取
り
込
ん

だ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
」
や
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
こ

こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）
の

学
習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
リ
モ
ー
ト
修
学
旅
行
」
な

ど
の
提
案
に
注
力
す
る
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て
い
る
学
校

が
多
い
。
そ
の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ

せ
て
い
る
」
と
い
う
日
本
旅

行
。ま
た
、「
旅
行
会
社
で
唯

一
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
を
し
て

い
る
観
点
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
」。京
都
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
学

び
、
自
ら
の
街
に
生
か
す
ア

イ
デ
ア
を
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
を
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
度
の
教
育
旅

行
市
場
は
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
は
「
春
季
修
学
旅
行
は

全
て
８
月
以
降
に
延
期
と
な

っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
の
第

２
波
、
第
３
波
の
影
響
に
よ

り
再
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
最
終
的
に
修
学
旅
行
の

『
中
止
』
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
学
校
が
相
次
い
だ
」
と
状

況
を
語
る
。
日
本
旅
行
は

「
自
治
体
の
指
示
で
旅
行
を

中
止
し
た
学
校
が
あ
っ
た
。

学
校
の
独
断
で
実
施
を
決
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
私
立
は
自

由
に
決
め
ら
れ
る
が
、
私
立

の
方
が
中
止
に
な
る
傾
向
が

強
か
っ
た
。
半
分
以
上
の
学

校
が
今
年
の
１
～
３
月
に
実

施
時
期
を
移
行
し
た
」
と
動

向
を
と
ら
え
る
。

　
修
学
旅
行
の
実
施
数
を
見

る
と
、
「
自
治
体
か
ら
の
自

粛
要
請
や
学
校
独
自
の
判
断

で
、
中
止
に
至
る
ケ
ー
ス
が

多
く
例
年
の

％
程
度
に
と

ど
ま
っ
た
」
と
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
。
東
武
ト
ッ
プ
ツ

ア
ー
ズ
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
２

０
２
０
年
度
は
対
前
年

・

２
％
、
生
徒
数
は
対
前
年


・
２
％
と
激
減
し
た
」
と
明

か
す
。
日
本
旅
行
も
「
最
終

的
に
高
校
全
体
で

％
台

（
約
４
分
の
３
）
の
キ
ャ
ン

セ
ル
。
実
施
が
３
割
弱
だ
っ

た
」
と
し
て
お
り
、
教
育
旅

行
の
取
り
扱
い
は
各
社
と
も

前
年
度
比
で
お
よ
そ

％
減

と
苦
し
い
状
況
だ
っ
た
。

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
は

「
修
学
旅
行
は
一
生
に
一
度

の
思
い
出
で
あ
り
、
日
本
独

自
の
文
化
的
な
学
習
効
果
の

高
い
取
り
組
み
と
さ
れ
、
学

校
生
活
の
中
で
も
一
大
イ
ベ

ン
ト
。
学
校
と
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
の
リ
ス
ク
回
避
を

最
優
先
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、

保
護
者
の
意
向
、
教
育
委
員

会
や
都
道
府
県
の
自
粛
要
請

な
ど
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な

い
先
生
方
の
苦
悩
が
感
じ
ら

れ
る
」
と
学
校
側
の
胸
の
内

を
語
る
。

　
３
割
程
度
の
教
育
旅
行
が

実
施
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

「
不
測
の
事
態
に
備
え
航
空

機
利
用
を
避
け
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
ま
た
、
行
き
先
の
医

療
体
制
な
ど
も
考
慮
し
当
初

予
定
し
て
い
た
目
的
地
の
見

直
し
を
行
う
学
校
が
多
く
あ

っ
た
」
（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ

ス
ト
）
。
「
当
初
の
計
画
通

り
の
実
施
は
少
な
く
、
日
程

を
短
く
し
域
内
に
限
定
し
た

『
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』

が
主
流
と
な
っ
た
」
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
）
。
「
日
数
を
短
縮
し
た

り
、
日
帰
り
に
し
た
り
、
行

き
先
を
近
場
に
変
更
し
た

り
。
リ
モ
ー
ト
の
修
学
旅
行

も
ま
れ
で
は
あ
る
が
あ
っ

た
」
（
日
本
旅
行
）
。
「
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
目
的
地

が
遠
方
か
ら
近
場
の
域
内
へ

変
更
さ
れ
、
日
程
も
日
帰
り

や
１
泊
２
日
な
ど
に
短
縮
す

る
例
が
多
く
、
デ
ー
タ
か
ら

も
そ
れ
ら
の
特
徴
が
読
み
取

れ
る
」
（
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア

ー
ズ
）
。

　
方
面
に
関
し
て
は
「
多
く

の
高
校
が
訪
問
し
て
い
た

『
沖
縄
』
を
避
け
る
傾
向
が

顕
著
で
あ
っ
た
」
と
分
析
す

る
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
。

日
本
旅
行
は
「
今
ま
で
修
学

旅
行
が
少
な
か
っ
た
方
面
へ

の
需
要
が
出
て
き
た
。
例
え

ば
北
陸
。
コ
ロ
ナ
の
リ
ス
ク

を
軽
減
で
き
て
、
な
お
か
つ

学
習
の
要
素
が
あ
る
と
こ

ろ
。
石
川
を
中
心
と
し
た
北

陸
に
は
歴
史
や
文
化
、
伝
統

工
芸
な
ど
学
習
の
要
素
が
多

い
。東
北
も
需
要
が
あ
っ
た
」

と
行
き
先
の
多
方
面
化
を
指

摘
。
一
方
、
「
東
京
は
修
学

旅
行
が
多
い
方
面
だ
っ
た

が
、
昨
年
は
激
減
し
た
」
と

い
う
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
「
実
施
し
た
学
校

か
ら
の
コ
ロ
ナ
感
染
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
徹
底
し
た
感
染

症
予
防
対
策
が
功
を
奏
し
た

形
だ
。
政
府
の
進
め
る
『
管

理
旅
行
』
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
旅
行
実
施
で
き
た
事
実

が
エ
ビ
デ
ン
ス
と
な
り
、
次

年
度
は
こ
の
実
績
に
基
づ
く

リ
ア
ル
で
の
修
学
旅
行
実
施

が
復
活
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
」
と
明
る
い
展
望
を
語

る
。


